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龍谷大学 公開講座 REC コミュニティカレッジ 

くらしと健康コース 講座 No.OH52 

 

ルネサンス音楽の響きを探る 
―リュートの響きを楽しみながら― 

 

2019 年 11 月 25 日（月），12 月 2 日（月），12 月 9 日（月） 

12:45～14:15 

大阪梅田キャンパス（ヒルトンプラザウエストオフィスタワー14 階） 
 

＜講座概要＞ 

音楽は心に安らぎを与えてくれます．時空を超えて，たとえ遠くヨーロッパのルネサンスの時代の音

楽であっても，わたしたちの心に響きます．では，音とはどういうもので，音がどのように音楽になり，

なぜわたしたちの心に響くのでしょうか．それらの疑問に答えるため，リュートというルネサンスの撥

弦楽器に焦点をあて，音響学や情報学などの科学の視点から，ルネサンス音楽の響きを探求していきま

す． 

本講座では，「音を聞く・音を作る」，「音から音楽へ」，「心に響く音楽」というテーマで基礎から丁

寧に分かりやすく解説します．また，関西の若手リュート奏者の小出智子さんによる解説と実演で，ヨ

ーロッパ各国のリュート音楽の響きを楽しんでいただきます．（これまでに開講した「科学で解き明か

すルネサンス音楽の美しさ」および「脳と心とルネサンス音楽」の基礎編です．） 

 

第１回（11 月 25 日）「音を聞く・音を作る」 

音とは何か，聞こえのしくみ，音の３要素，楽器のしくみ 

第２回（12 月 2 日）「音から音楽へ」 

音楽の３要素，メロディ，ハーモニー，リズム 

第３回（12 月 9 日）「心に響く音楽」 

リュート，タブラチュア（楽譜），リュート音楽の実演 

 

＜講師紹介＞ 

小堀 聡（こぼり さとし） 龍谷大学 理工学部 電子情報学科 教授 

大阪大学大学院医学研究科修士課程修了．工学博士．生体情報処理と認知科学の立場から，知覚と運

動，記憶と学習，問題解決などに関する研究に従事．近年は，ピアノやギターの演奏を題材にして，楽

器演奏における認知過程に関する研究も行っている．学生時代よりルネサンスリュートを学び，アマチ

ュア奏者として活動． 

Ｗｅｂサイト http://www.elec.ryukoku.ac.jp/kobori ※講義ノートなどもあり 

電子メール kobori@rins.ryukoku.ac.jp ※ご質問などあれば，ご遠慮なく 

 

小出 智子（こいで ともこ） リュート奏者 

同志社大学英文学科卒業後，リュートを始める．これまでに佐野健二氏，平井満美子氏，つのだたか

し氏，ポール・オデット氏に学ぶ．関西を中心に，リュートソロ，通奏低音，伴奏，民族楽器との共演

など，多方面で演奏活動を行っている．NHK 大阪文化センター「リュートでうたうイギリスはやりうた」

リュート伴奏担当． 

Ｗｅｂサイト http://koidelute.jp/  ※コンサート，レッスンなどの情報あり 

電子メール info@koidelute.jp 

本資料のダウンロードサイト 



2 

第１回「音を聞く・音を作る」 

～音とは空気の振動である～ 
 

１．音とは何か 

 

音の定義 

音波またはそれによって起こされる聴覚的感覚 

 

音の伝わり方 

音は縦波（粗密波） 

 

 
 

物理的性質 

音の強さ 

α＝10log10(I/I0) 強さのレベル 

＝20log10(p/p0) 音圧レベル（ＳＰＬ） 単位はデシベル（dB） 

基準の強さ：I0 ＝10-12W/m2，基準の音圧：p0＝20μPa 

（1000Hz 正弦波の最小可聴値にほぼ対応） 

 

周波数 

周期的現象が毎秒繰り返される回数 

純音：正弦波 

複合音：基本波とそのｎ倍の高調波（これらの組み合わせがスペクトル） 
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２．聞こえのしくみ 

 

耳の構造 

 

 
 

聴覚の基本的特性 

可聴周波数範囲：20～20,000Hz 

音圧レベルの範囲：０～120dB（20μPa～20Pa） 
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弁別閾 

ちょうど弁別可能となるために必要な刺激の増分 

 

強さの弁別閾 

20dB～30dB 以上で 0.5dB～1dB 

周波数の弁別閾 

1000Hz 純音で２Hz 
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３．音の３要素 

 

 
 

音の心理的３要素 

物理的な性質に対応した心理的な要素がある 

 

音の大きさ 

音圧レベル 

1000Hz の音を基準音として，他の周波数の音が基準音と同じ大きさに感じられる音圧レベル 

単位ホン 

→音の大きさの等感曲線（ラウドネス曲線） 
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音の高さ 

１次元的性質 

「低い」から「高い」まで１次元的に変化する性質 

循環的性質 

１オクターブごとに類似した音が循環的に現れる性質 

４～５kHz まで 

無限音階 

１次元的性質はなく，循環的性質だけを感じさせる 
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音色 

「明るさ」，「きれいさ」，「豊かさ」など，多次元的であり，１つの尺度では表現できない 

物理的には，周波数スペクトルや様々な時間的特性が影響する 

 

方向定位 

音源の方向によって，左右の耳に加わる音響信号の時間差，強度差が生じる 

このことにより，音源の方向を知ることができる 
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４．楽器のしくみ 

 

楽器の分類 

音楽大学の一般的な専攻（コース）：鍵盤楽器，管楽器，弦楽器，打楽器，声楽 

鍵盤楽器：ピアノ，チェンバロ，オルガンなど 

管楽器：木管楽器（クラリネット，オーボエ，フルートなど）※リード楽器，エア・リード楽器 

金管楽器（トランペット，トロンボーンなど）   ※リップ・リード楽器 

弦楽器：擦弦楽器（ヴァイオリン，コントラバスなど）   ※弦を擦る楽器 

撥弦楽器（ギター，マンドリンなど）    ※弦を弾
はじ

く楽器 

打楽器：木琴，鉄琴，ディンパニー，シンバルなど 

 

管楽器のしくみ 
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弦楽器のしくみ 

 

 
 

 
 

歌唱のしくみ 

 

管楽器と同様の機構 

母音の場合：肺からの呼気→声帯（音源）→声道（共鳴器）→口唇（開口部） 

ホルマント 

声道の共鳴によって形成されるエネルギーが集中する周波数帯 

ホルマント（第１，第２ホルマント）の周波数に基づいて母音が識別される 

話すときには，声の高さは連続的に変化するが，歌うときは段階的に変化させる 
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音と音楽の関係 
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参考：音の記録と再生 

 

アナログとディジタルの意味 

 

アナログ（analog）の本来の意味 

analogy は類似・相似を意味する 

例：温度計（温度を「長さ」や「角度」で表す） 

ディジタル（digital）の本来の意味 

digit は本来「指」という意味であり，指で数字を数えることから「数字で表す」ことを示すよ

うになった 

 

※表示（表現）と内部の処理とは分けて考える必要がある 

 

アナログ表示とディジタル表示 

ある量（例：温度）が長さや角度などで表示されていればアナログ表示であり，数字で表示され

ていればディジタル表示 

アナログ処理とディジタル処理 

ある量が電圧・電流などの物理量で表され，そのまま処理されるのがアナログ処理であり，数値

に変換されて処理されるのがディジタル処理 

 

アナログ量とディジタル量 

アナログ信号は，時間的にも数値的にも連続的に変化する 

ディジタル信号は，時間的にも数値的にも離散的（とびとびの値）に変化する 

 

アナログからディジタルへの変換方法 

 

標本化（サンプリング） 

元の連続信号を一定間隔ごとに抽出する 

サンプリングする時間間隔をサンプリング周期，周波数をサンプリング周波数という 

量子化 

サンプリングした信号の値を一定間隔ごとに表現（離散的な値に近似）する 

量子化をどのぐらいの段階（範囲）で行うかをビット深度という 

（例：８ビット，12 ビット，16 ビットなど） 

 

標本化定理 

元の信号に含まれる最高周波数の２倍よりも高い周波数（周期でいえば半分より短い周期）でサ

ンプリングすれば，元の信号は必ず再現できる 

もし元の信号に，サンプリング周波数の１／２よりも高い周波数成分が含まれていると，本来は

存在しない信号（エイリアス）が再現されてしまう 

そのような成分が含まれないように，あらかじめフィルタにより除去しておく必要がある 

 

CD の規格 

 

サンプリング周波数：44.1kHz 

標本化定理により，元の音源の最高周波数は 22.05kHz よりも低いことになる 

これは人間の聴覚の特性（20kHz ぐらいまでしか聞こえない）に合っている 

ビット深度：16bit 

16 ビットは 65,536 段階であり，最も小さな音と最も大きな音の違いが 65,536 倍ということにな

る 

これは人間の聴覚の特性（106倍程度の範囲が聞き取れる）よりもやや狭い範囲である 

 

CD では１秒分の音楽データを 44,100 個に分割し，１個あたり 16 ビットで記録している 
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第２回「音から音楽へ」 

～音が心の中で音楽になる～ 
 

５．音楽の３要素 

 

音楽の３要素：メロディ（旋律），ハーモニー（和音），リズム（律動） 

メロディ：音の高さ（ピッチ）の上下で構成される 

ハーモニー：ある音に別の音を同時に重ねることで作られる 

リズム：音の時間的パターンの繰り返しで生じる 

 

群化（体制化）：人間は様々な情報をまとまり（ゲシュタルト）のある事象として知覚しようとする 

ゲシュタルト要因：近接の要因，類同の要因，閉合の要因，良い連続の要因など 

聴覚においても群化が生じる 

スキーマと呼ばれる枠組みにより，メロディ，ハーモニー，リズムを感じる 

 

 
 

  



18 

６．メロディ 

 

ピッチの変化をメロディとして理解するためには，調性やリズムの枠組みを必要とする 

 

 
音階 

メロディを構成する音のセット 

西洋音楽では７音階が一般的，民族音楽などでは５音階もある 

自然発生的に生まれたメロディのピッチから音階が次第に定まってきた 

階名：相対的なピッチ「ド レ ミ ファ ソ ラ シ」 

音名：絶対的なピッチ「ハ ニ ホ ヘ ト イ ロ」 
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音程 
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音律 

音階の構成音にどのような周波数をあてはめるかを決めたもの 

 

 

参考：様々な音律 

 

ピタゴラス音律 

完全５度が美しく響く 

 

 
 

純正律 

単純な周波数比の音程により美しく響く 
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ピタゴラス音律の問題点 

長３度の音程の響きが美しくない 

 

純正律の問題点 

転調に対応できない場合がある 

 

ミーントーン（中全律） 

長３度の音程の美しさを保ったまま転調を可能した 

完全５度の美しさを犠牲にしている 

 

ウェル・テンペラメント 

ピタゴラス音律とミーントーンを妥協させて，完全５度の美しさを取り戻した 

注：バッハの「平均律」はウェル・テンペラメントであり，本当の平均律ではない 

 

平均律 

すべて均一の周波数比で構成し，どの調でも同じように響くようにした（転調が可能） 

隣接する２音の周波数比は２1/12（２の 12 分の１乗） 

オクターブだけが２倍という単純な整数比になる 
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心理的オクターブの伸長現象 

オクターブに対応する２つの音の周波数比は２よりもわずかに大きい 
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参考：教会旋法 

中世の教会音楽に使用された（グレゴリオ聖歌など） 
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７．ハーモニー 

 

演奏する音を２以上重ねたものを和音という 

協和と不協和の概念は変化し，協和音の範囲は広がった 
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三和音 

３度の和音を３つ重ねたもの 
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８．リズム 

 

リズムのスキーマもゲシュタルトの原理に基づいている 
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音楽心理学 

リズムやピッチの効果から，人はなぜ音楽に親しむのかといったテーマに至るまで，人が音楽を感

じ取る感性の働きが研究されている．言葉と音楽の共通点を探る研究もある 
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第３回「心に響く音楽」 

～ルネサンス音楽の響き～ 
 

９．リュートについて 

 

古楽（Early Music） 

主に，ヨーロッパにおける中世，ルネサンス，バロック期の音楽 

 

古楽器演奏 

それぞれの曲が作曲された当時の楽器（オリジナル楽器もしくは復元楽器）と音楽様式で演奏 

 

リュートの名称と起源 

リュート（Lute）は撥弦楽器の一種．主に中世からバロック期にかけてヨーロッパで用いられた古

楽器群の総称．時代や目的によってさまざまな形態のものがある． 

アラビア起源の楽器が中世にヨーロッパに伝来し独自に発達した．アラビア文化圏で用いられてい

るウード，日本や中国の琵琶とも祖先を同じくする． 

 

リュートの構造 

材質は通常木製．ボディーは，背面が丸く湾曲していて「洋梨を半分に切っ

たような」形状と表現される．前面に薄い表面板がある．幾何学模様などの

図案が表面板をくりぬいてつくられており，これをローズと呼ぶ．背面はリ

ブと呼ばれる両端が細くなった形の湾曲させた木片を並べて組み立てられて

いる． 

ネックは軽い木で作られる．指板には通常ガットを巻き付けたフレットがあ

る．ルネサンスリュートはヘッドが後部にほとんど直角に折れ曲がっている． 

 

リュートの弦 

弦はコースに従って配置されている．コースには通常高音側から順番に番号を振る．リュートは 1

つのコースに２つの弦（複弦）をもつが，第 1コースだけは単弦になっている．第２コース以下で

は複弦はユニゾンまたはオクターブで調律される．たとえば，８コースのルネサンスリュートは 15

本の弦を持つことになる． 

弦は歴史的にはガット弦が用いられていた．現代では，ガット以外にナイロンやフロロカーボンと

いった合成繊維が弦として用いられることも多い． 

リュートのチューニングは４度を基本としており，６コースのルネサンスリュートでは第１コース

より４度，４度，３度，４度，４度で調弦される．今日では（テナーの）ルネサンスリュートは第

１コースを gとし，以下，g-(d/d)-(A/A)-(F/F)-(C/C)-(G/G')のように調弦することが一般的であ

る． 

 

 
 

リュートのレパートリー 

大半は歴史的な写本や印刷物からのものである．伝統的なリュート音楽はほとんどがリュート用の

タブラチュアで書かれている． 
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10．タブラチュアとは 

 

タブラチュア 

通常の五線譜とは異なり，楽器固有の奏法を文字や数字で表示する記譜法 

タブラチュア譜は，それらを記載した楽譜 

 

現代のギター・タブラチュア譜 

 

 
 

五線譜（上）とギター用のタブラチュア譜（下）．タブラチュア譜の横線は６本の弦に対応してい

て，数字で指板のポジションの番号を示している．０は開放弦となる． 

 

タブラチュアの利点 

タブラチュア譜では押さえる弦の位置が直接示されていて，直感的に理解しやすく，直ちに正しい

音を弾くことができる． 

タブラチュア譜では異弦同音の問題（複数の異なる弦で同じ音高の音を出すことができる場合にど

の弦を選択するのかという問題）に対処できる． 

移調楽器や変則調弦（スコルダトゥーラ）の楽器であっても，タブラチュア譜を読むことでそのま

ま演奏できる． 

→タブラチュア譜を読むのにそれほどの訓練は必要とせず，初心者でもすぐに弾くことができると

いえる． 

 

タブラチュアの欠点 

音高が直接示されていないので，タブラチュア譜から音高を得るには調弦を考慮しなければならな

い． 

タブラチュア譜が示しているリズムは弾弦のタイミングだけであり，それぞれの音をどこまで保持

すべきなのかは明示されていない． 

タブラチュア譜からポリフォニーにおける各声部の流れや，調性，和声などの音楽構造などを直ち

に理解することが難しい． 

タブラチュアは楽器固有の記譜法であるため，歌手や他の楽器の奏者がタブラチュア譜を読めない

と意思疎通が難しく，また，レパートリーの共有もできない． 

→タブラチュア譜から，そこに記された音楽について深く理解するためには，ある程度の訓練や音

楽教育を必要とするということがいえる． 
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フランス式（アルファベット式）のリュート・タブラチュア譜（フランス，イギリス） 

 

 
 

イタリア式（数字式）のリュート・タブラチュア譜（イタリア，スペイン） 

※これ以降の解読譜ではＡ調弦（第１コースを aに調弦）を前提にしている． 
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スペイン式のリュート・タブラチュア譜（スペイン，ルイス・ミランのみ） 

 

 
 

ドイツ式のリュート・タブラチュア譜（ドイツ） 
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谷口 高士（編）：音は心の中で音楽になる．北大路書房（2000） 

日本音響学会（編）：音楽はなぜ心に響くのか．コロナ社（2011） 

重野 純：音の世界の心理学（第２版）．ナカニシヤ出版（2014） 

小川 伊作：ギター譜で学ぶ新楽典．現代ギター社（2013） 

 

参考文献（引用したもの以外でのおすすめ） 

小方 厚：音律と音階の科学 新装版（ブルーバックス）．講談社（2018） 

大橋 理枝，佐藤 仁美：音を追究する（放送大学教材）．放送大学教育振興会（2016） 

仁科 エミ，河合 徳枝：改訂版 音楽・情報・脳（放送大学教材）．放送大学教育振興会（2017） 

星野 悦子（編）：音楽心理学入門．誠信書房（2015） 

須藤 貢明，杵鞭 広美：音楽表現の科学．アルテスパブリッシング（2010） 

古屋 晋一：ピアニストの脳を科学する 超絶技巧のメカニズム．春秋社（2012） 

Ｓ．ケルシュ（著），佐藤 正之（訳）：音楽と脳科学．北大路書房（2016） 

佐藤 正之：音楽療法はどれだけ有効か．化学同人（2017） 

皆川 達夫：バロック音楽（講談社学術文庫）．講談社（2006）※講談社現代新書（1972） 

皆川 達夫：中世・ルネサンスの音楽（講談社学術文庫）．講談社（2009）※講談社現代新書（1977） 

金澤 正剛：新版 古楽のすすめ（オルフェ・ライブラリー）．音楽之友社（2010） 

 

参考ＣＤ（おすすめのＣＤは多数あるが，あえて選ぶとすれば…） 

Ｃ．ウィルソン，Ｎ．ノースら：涙のパヴァーヌ～ルネサンス・リュート名曲集（2007） 

（avex-CLASSICS 514 円） 

櫻田 亨：リュート愛奏曲集～やすらぎのガット ７つの響き～（2006） 

（WAON Records 2700 円） 

 

主な日本人リュート奏者（敬称略．他にも多くおられるが，ＣＤや関西での演奏会の可能性を考えて…） 

佐藤 豊彦，つのだ たかし，今村 泰典，佐野 健二，櫻田 亨，野入 志津子，高本 一郎，坂本 龍右 

 

※リュート音楽としては，リュート独奏だけでなく，リュート２重奏などの合奏，歌や他の楽器とのア

ンサンブルなどもありますし，時代も中世，ルネサンス，バロック，一部は古典派まであり，時には

民族音楽や現代音楽として聴ける場合もあります．多様なリュート音楽をぜひお楽しみください． 
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参考サイト 

 

＜音響・音声データのソフトウェア＞ 

 

Frequency Analyzer 
http://frequency-analyzer.brothersoft.jp/download/ 
WAV ファイルに対応しており，CD などの音源を PC 内にこの形式で保存すれば，波形の変化や周波

数スペクトルを表示させることができる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NY Spectrum Analyzer 
http://www.vector.co.jp/soft/win95/art/se076146.html 
ピアノの鍵盤が表示され，ドレミの場所としてスペクトルが示される．内蔵マイクにも対応している． 
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シグナルジェネレータ（任意波形発生装置） 
http://www.cactussoft.co.jp/ScopeDoc/chpSig.html ※2019 年 6 月現在ダウンロード不可 

任意の周波数の音を発生させることができる．波形も正弦波以外に方形波なども出力できる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ペンちゃんの不思議なけんばん 2015 
http://blue.netgamers.jp/pentone.htm 
パソコンのキーボードを使って演奏ができる．様々な和音も出力できる． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜無限音階関係＞ 

 
東京工業大学 平野 拓一 
http://www-antenna.ee.titech.ac.jp/~hira/hobby/edu/sonic_wave/sh_tone 

/index-j.html 
無限音階についての解説およびサンプルの音源あり． 
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＜各音律の音源＞ 

 

「平均律、純正律、ピタゴラス ～音律の話」（MUSICA PINOCO） 
https://musica-pinoco.com/2019/05/21/平均律、純正律、ピタゴラス-～音律の話/ 

音のうなりの例を示したうえで，ピタゴラス音律，純正律，平均律でのうなりの有無を音源で比較して

いる． 
 
＜各音律よる演奏音源＞ 

 

「音律演奏サンプル」（坂崎紀「平均律の歴史的位置」参考資料（東京聖徳学園「音楽文化研究」）） 
https://www.seitoku.ac.jp/daigaku/music/bltn/bltn1/tuning2017/tuning.html 

中世，ルネサンス，バロック，古典派の旋律を，ピタゴラス音律，純正律，ミーントーン，ウェル・テ

ンペラメント，平均律による演奏音源で比較している．それぞれの楽譜 PDF も用意されている． 
なお，元の論文は下記にある． 
https://www.seitoku.ac.jp/daigaku/music/bltn/bltn1/HPET.pdf 

 
他にも，「純正律 音源」や「純正律 サンプル」などのキーワードで検索すると，様々なサイトが見

つかるので，それらも参考にしていただきたい． 
 
＜参考動画＞ 

 
https://ed.ted.com/lessons/how-playing-an-instrument-benefits-your-brain-a

nita-collins 
「楽器演奏は脳にどのような効果をもたらすか」についての教材動画．YouTube の設定で日本語字幕

が選択可能． 
 
＜本講座の配布資料および講義スライドのダウンロード＞ 

 
http://www.elec.ryukoku.ac.jp/kobori/resume/rec/rec00.html 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜今後の講座の予定＞ 

 

2020 年度（前期：深草キャンパス／後期：梅田キャンパス） 

「ルネサンス音楽と脳科学」（仮） 

 

2021 年度（前期：深草キャンパス／後期：梅田キャンパス） 

「ルネサンス音楽と心理学」（仮） 

 

本資料のダウンロードサイト 



◇調弦 
ジョン・ダウランド(1563-1626)の調弦早⾒表 リュート曲集Variety of Lute Lessons(1610) 

 “ リュート演奏についての所⾒集”  より 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇楽譜（タブラチュア）の読み⽅ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

トマス・ロビンソン（⽣没年不詳 15 世紀後半〜16 世紀初頭）の 
リュート曲集＆教則本 The School of Music (1603)より 



・どこを押さえて、どの弦を弾
はじ

くかを表記した楽譜、「タブラチュア」（⼀覧表の意） 

イタリア（数字）式 

弦に⾒⽴てた横線。譜⾯上の下の線が⾼⾳弦。数字で押さえる場所を表記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

Ricercar “ Intabolatura de Lauto Libro Primo”  (1507) Francesco Spinacino 



フランス（アルファベット）式 

弦に⾒⽴てた横線。譜⾯上の上の線が⾼⾳弦。アルファベットで押さえる場所を表記。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fortune Laisse Moy “ Tres breve et Familiere introduction”  (1529）Pierre Attaingnant 



スペイン（ルイス・ミラン）式 

弦に⾒⽴てた横線。譜⾯上の上の線が⾼⾳弦。数字で押さえる場所を表記 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fantasia “ El Maestro”  (1536) Luiz Milan  



ドイツ（鍵盤または複合）式 

横線は無し。弦と押さえる場所全てにアルファベットや数字や記号を割当てる 
 

 
 
 

In Te Domine Speravi. “ Das Erst Buch”  (1544) Hans Neusidler 



知っている曲なら読める気がする？ 
何の曲でしょう？ 

 
アルファベット式 

 
 



 
 
 

数字式で同じ曲 
 

 





龍谷大学タブラチュア研究会（タブ研）とは？ 
 

タブラチュア譜を用いたリュートやギターなどの演奏について研究するグループです。発表会や講習

会などを主催・共催・後援しています。会員制ではありませんので、催し物ごとに自由に※参加（発

表、受講、聴講）していただけます。※主催者が設定する参加条件を満たすことが必要です。 
下記のウェブサイトおよびFacebookページにて、イベントなどを案内していますし、リュート編曲タ

ブラチュアも公開しています。 
http://www.elec.ryukoku.ac.jp/kobori/tabcol/tabcol.html 
https://www.facebook.com/龍谷大学タブラチュア研究会-794465804223116 
問い合わせ先：kobori@rins.ryukoku.ac.jp（小堀） 
本研究会はJSPS科研費（課題番号：15K02125、研究課題名：タブラチュア譜の記譜法が楽器演奏における認知過程

に及ぼす影響に関する研究）による研究成果の公表・社会還元の一環として運営・活動しています。 
 
研究成果発表 
 

2019年度においては本研究課題について、下記の研究発表と論文発表を行っています。下記について、

発表資料をご覧になりたい場合は小堀までご連絡ください。 
 
(1) 日本音響学会 音楽音響研究会 2019年6月研究会 
 

日程・会場：2019年6月22日 龍谷大学 大阪梅田キャンパス 
題目：タブラチュア譜の記譜法についての認知研究 
著者：小堀 聡 
概要：タブラチュア譜では、通常の五線譜とは異なり、楽器固有の奏法を文字や数字で表示する記譜法が

用いられる。本研究では、タブラチュア譜と五線譜の記譜法の違いが認知過程に及ぼす影響について明ら

かにすることを目的とする。まず、認知的観点から、記譜法の歴史的な変化を検討し、タブラチュアの持

つ二面性、すなわち、直感的に理解しやすいという面と音楽構造を直ちに理解するのが難しいという面が

あることを示した。次に、ギター演奏において楽譜の記憶実験を行い、アイカメラによる視線データと演

奏データから五線譜とタブラチュア譜の記憶過程の違いについて検討し、タブラチュア譜では視覚的な記

憶が五線譜よりも困難であることを示した。 
 
(2) 日本リュート協会会報 第33号 
 

発行：2019年9月 
題目：タブラチュアについての認知研究 
著者：小堀 聡 
概要：本研究では、タブラチュア譜の記譜法についての認知研究として、２つのアプローチを採っている。

まず、歴史的文献に基づいてリュートなどの記譜法の変化を調査し、その意味を認知的観点から検討する。

次に、被験者実験を実施し、演奏データと視線データを分析、評価することで、五線譜とタブラチュア譜

の記譜法の違いが、記憶過程や演奏に与える影響を考察する。 
 
イベントのご案内  ※タブ研がサポートしているイベントです。 
 

「小出智子氏 リュート教室発表会」 ※入場無料・予約不要です。 
日時：2020年3月1日（日）14:00～16:30（予定） 
会場：龍谷大学大阪梅田キャンパス  
「野入志津子氏 古楽セミナー」 ※受講者・聴講者を募集します。詳細は別紙をご覧ください。 
日時：2020年3月15日（日）10:00～18:00 ※時間は現時点での予定です。 
会場：龍谷大学深草キャンパス（京阪「龍谷大前深草」駅より徒歩4分） 
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龍谷大学タブラチュア研究会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【日   時】 2020 年 3 月 15 日（日） 10 時〜18 時 ※時間は予定 
【会   場】 龍谷大学深草キャンパス（京阪「龍谷大前深草」駅より徒歩 4 分） 

【内   容】 初心者からハイレベルまで、リュート属一般、歌や器楽のソロ・アンサンブル、 

通奏低音のためのレッスン。最大６組程度。チェンバロの用意はありませんが、電子鍵

盤（A=415/440Hz）を用意し、チェンバロに設定して使用することは可能です（追加料金不要）。 

【受 講 料】 ソロ 10,000 円 / 1h   アンサンブル 15,000 円 / 1h 

        聴講  2,000 円 / 1day 

【お申し込み】  

 

 

 

 

 

【連絡先・お問合せ】 

        sn-seminar@hotmail.com  （担当：黒田） 

        kobori@rins.ryukoku.ac.jp （担当：小堀） 

【会場アクセス】 

龍谷大学深草キャンパス和顔館
わげんかん

地下２階 B204 室 

〒612-8577 京都市伏見区深草塚本町 67（京阪「龍谷大前深草」駅より徒歩 4分） 

https://www.ryukoku.ac.jp/about/campus_traffic/fukakusa.html 

※詳細は裏面を参照ください。 

リュートとアンサンブルの楽しみのための 

古楽セミナー 

ルネサンス・バロックの演奏に関するレッスン 

講師：野入 志津子 

受講をご希望の方は、氏名、連絡先（メールアドレスなど）、楽器名（アンサ

ンブルの場合は編成）、ピッチ（A=415/440Hz）、受講予定曲を下記の連絡先

までお知らせください。編成、受講曲、受講時間についての相談もお気軽に

ご連絡ください。受講不可能な時間帯がある場合も事前にお知らせください。

聴講をご希望の方も、資料等の準備の都合上、事前にご連絡をお願いいたし

ます。受講料・聴講料は当日ご持参ください。 

アクセス 



＜会場へのアクセス（詳細）＞ 

京阪本線「龍谷大前深草」駅下車、西へ徒歩約 4 分 
JR 奈良線「稲荷」駅下車、南西へ徒歩約 8 分 
京都市営地下鉄烏丸線「くいな橋」駅下車、東へ徒歩

約 14 分 
--- 
京都駅からは地下鉄ではなく JR 奈良線に乗り換えて

稲荷駅で下車した方がよいです。もし荷物が多くて歩

くのが大変という場合は、奈良線の東福寺駅で京阪電

車に乗り換えて龍谷大前深草駅で下車してください

（乗車 5 分・運賃 160 円）。大阪方面から来られる場合

も京阪電車をご利用ください（近鉄京都線は丹波橋で

京阪電車に乗り換えてください）。 

＜会場について＞ 

和顔館（わげんかん）という建物の地下２階が会場で

す。稲荷駅または龍谷大前深草駅から来られる場合は

東門よりお入りください。入ってすぐに見えるガラス

張りの建物が和顔館です。建物の中の階段もしくは外

の階段で地下２階まで降りてください。 
くいな橋から来られる場合は正門から入っていただ

くのがよいと思います。ガラス張りの建物を目指して

ください。図書館もガラス張りですが、その向こうの

建物が和顔館です。入口が分かりにくいかもしれませ

んが、中に入り階段で地下２階までおりてください。 
※日曜日は通用門しか開いていない場合があります。 
なお、学内に生協売店、コンビニ、スターバックスがありますが、日曜日は閉店です。昼食は会場にて食べることが

できます（弁当やパンなどは近くのコンビニなどで購入されるか、ご持参されることをおすすめします）。 
 

‡野入志津子 プロフィール‡ アーチリュート （公式サイト https://shizukonoiri.com/?lang=ja） 

京都生まれ。同志社女子大学学芸学部音楽学科（音楽学専攻）卒業。在学中よりリュートを岡本一郎氏に師事。京都音楽協会賞受

賞。リュートとルネサンス、バロック音楽を学び深めるためにバーゼルのスコラ・カントルムでオイゲン・ドンボアとホプキンソ

ン・スミスに師事、1991年ソリストディプロマ。アムステルダムを拠点に活動している。 

古楽界の巨匠ルネ・ヤーコブスの専属リュート奏者として20年以上にわたりオペラやオラトリオの上演を続けている。主な活動

は：インスブルック古楽祭（オーストリア）、Aix-en-Provence国際音楽祭（フランス）、シャンゼリゼ劇場（パリ）、モネ劇場

（ブリュッセル）、ベルリン国立歌劇場、ウィーン劇場、リンカーン・センター（ニューヨーク）、バービカン・センター（ロン

ドン）、Cité de la musique（パリ）、芸術の宮殿（ブリュッセル）、ザルツブルグ音楽祭、フェスティバルLa Folle Journée（東

京 ミッシェル・コルボー指揮）、Teatro Avenida（ブエノスアイレス J.M. Quintana指揮）、東京オペラシティ（鈴木雅明指揮）。

アンサンブル“Les Plaisirs du Parnasse”のメンバーであり、世界各国でソリスト及び通奏低音奏者として、アンナー・ビルスマ、

Concerto Vocale、イ・ムジチ合奏団、フライブルク・バロック・オーケストラ、Ensemble415、ベルリン古楽アカデミー、コン

チェルト・ケルン、Collegium1704、バッハ・コレギウム・ジャパンなど先導的なアーティストやアンサンブルと活動している。

コンサート活動は：コンセルトヘボー（アムステルダム）、ベルリンフィルハーモニー、コンチェルトハウス（ベルリン）、La Chapelle 

Royale（ヴェルサイユ）、ゲヴァントハウス（ライプチヒ）、シドニーオペラ（オーストラリア）、ルービンアカデミー（イスラ

エル）、Palau de la Musica（バルセロナ）、王宮宮殿（マドリッド）、ボリショイ劇場（モスクワ）、Beaune、Ambronay（フ

ランス）、ウルビーノ（イタリア）、ブリュージュ国際音楽祭（ベルギー）、プラハの春などの音楽祭。1997~1999年、古楽情報

誌アントレーに「“演奏家のためのバロック音楽” 17・18世紀イタリアの音楽～通奏低音法を中心に」を23回にわたり連載。

Aix-en-Provence、チェコ、イスラエルでマスターコースを行い、2015年より東京芸術大学古楽科で講習会を行う。 

ディスコグラフィー：フィリップス（イ・ムジチ合奏団と）、ハルモニア・ムンディ・フランス（ルネ・ヤーコブス指揮）、WDR、

BIS、Symphonia、Zig-Zagなどのレーベルに録音。ソロのCDはレグルスから「カステリオーノ：様々な作曲家によるリュート曲

集」と「ザンボーニ：リュート・ソナタ集」をリリース。レコード芸術誌特選盤。2017年、Acoustic-reviveから「Aure Nuove 薫

る風～新しい様式によるリュートのためのトッカータと舞曲」をリリース。 



  
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本リュート協会について 

http://lute.penne.jp/lsj/   
 
 

日本リュート協会 （LSJ: The Lute Society of Japan）は、「リュートとその音楽の普及、

振興」および「国内、国外の情報交換と親睦」を目的に、演奏家、研究家、製作者、愛好

家等すべての方々に平等に開かれた場として、2001 年に設立された団体です。 
ご入会いただくと、年２回の会報などのサービスの他、当会主催・後援のコンサート、

講習会等に会員割引価格で参加することができます。 
特に、海外の著名な演奏家によるマスタークラスは、本協会ならではの特色のひとつで

す。 
また、年２回、春と秋に会員有志による協会のコンサートを開催しています。非常に音

響の良い会場（近江楽堂など）で、日ごろの研鑽結果を思う存分披露することができます。 
一般愛好家、演奏家、製作家、研究家の皆さまはもちろんのこと、リュートやリュート

音楽に興味を持たれている多くの皆さまのご参加を心よりお待ちしております。 
 

※詳細は裏面をご覧ください。 

  



【主な活動内容】 ※会報の記事一覧などは当会のホームページをご覧ください。 
・ 年２回の会報サービス 
・ リュートに関連した行事の開催、後援 
・ 会員参加の演奏会 
・ マスターコース、講習会 
・ 楽器、楽譜、タブラチュアや弦の入手法、リュート教室等の紹介 
・ レクチャー、研究発表 
・ リュートに関連した楽譜、研究論文等の発行、閲覧サービス 
・ ホームページ、メーリングリストの開設・運営 
・ 総会 等 

 
【これまでのマスタークラス】 ※敬称略 

ホプキンソン・スミス、ポール・オデット、ミシェル・カルダン 
ラファエル・ボナヴィータ、今村泰典、野入志津子、ロバート・バルト 
ルチアーノ・コンティーニ、エドワルド・エグエズ、ヤコブ・リンドベルイ 

 
【ホームページなど】 

ホームページ http://lute.penne.jp/lsj/ 
Facebook  https://www.facebook.com/lutesocietyofjapan 
YouTube  https://www.youtube.com/channel/UCjUjax-IQsBacEnpSFKf3Uw 

（「日本リュート協会」で検索してください。） 
 
【会員種別と会費】 

会員種別として以下の３つのタイプがあります。ご希望の会員種別を選んで、お申し込みください。 
個人会員-A：冊子体会報不要の会員（電子ファイルのダウンロードのみ） 
１年分会費 3,500 円 ３年一括払い 9,000 円（年平均額 3,000 円） 

個人会員-B：冊子体会報が送付される 
１年分会費 5,000 円 ３年一括払い 12,000 円（年平均額 4,000 円） 

家族会員： 個人会員と同居の家族（２名まで） 
１年分会費 2,500 円 ３年一括払い 6,000 円（年平均額 2,000 円） 

下記の口座に会費をお振込みください。 
会計年度は毎年 ４月１日～３月３１日までです。途中入会の方も会費全額を申し受けます。 
一度お支払いいただいた会費は、理由のいかんに関わらず返却いたしませんので、ご了承ください。 

 
【お申し込み】 

以下の必要事項を下記アドレスまでお送りください。メール、郵送、FAX いずれでも可能です。 
ホームページのフォームからの直接送信も可能です。 
氏名（ふりがなを含む）、会員種別（個人会員-A・個人会員-B・家族会員）、住所（郵便番号を含

む）、電話番号（FAX もあれば）、メールアドレス、コメント 
 
【お問い合わせ・お送り先】 

〒181-0003 東京都三鷹市北野 1-1-46 
日本リュート協会 米田 考 
メールアドレス：lutesociety@japan.email.ne.jp 

 
【会費振込先】 

三菱 UFJ 銀行 麹町中央支店（店番 015） 普通 1189896 

ホームページ 

Facebook 

YouTube 
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